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奈良県新型コロナウイルス感染症対策

２．８対処方針

（オミクロン株の特性を踏まえた対策）

令和４年２月８日（火）

第３１回 奈良県新型コロナウイルス感染症対策本部会議

Nara Prefecture

奈良県
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オミクロン株による感染が広がる中、その対策は、ウイルス

の特性を科学的にとらえ、正しい情報（エビデンス）に基づいて、

「体験に学び、常に改善する」ことが大切です。

そのため、県では医療機関や市町村との情報共有を図り、対

策についての意見交換を行い、提起された課題とオミクロン株

の特性を踏まえて、関係機関との連携の基に新型コロナウイ

ルス感染症対策を推進していきます。

引き続き、県民の命を守る「医療提供体制を堅持」するととも

に、「３回目のワクチン接種を迅速に進める」ことにより、感染

の拡大に対処します。

県民の皆さまには、「適切な感染防止」を心がけ、「日常

生活を維持」していただくよう、お願いいたします。
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１． オミクロン株の特性
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オミクロン株の特性

感染力 強い感染力が懸念される

重症度・死亡者
重症化率は低く、死亡者も
少ない状況

ワクチンの効果 ワクチンは有効と思われる

これまでのところ
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奈良県

※奈良県は大阪府の１０倍のスケールで表示
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奈良県 大阪府

1/14～2/28
大阪府

緊急事態宣言

大阪府と奈良県の感染者数の推移（発表週別の1日平均）
令和２年１０月26日～令和４年２月６日

大阪府

4/27～9/30
奈良県

緊急対処措置

6/21～8/1
大阪府

まん延防止等
重点措置

4/25～6/20
大阪府

緊急事態宣言

8/2～9/30
大阪府

緊急事態宣言

アルファ株
が拡大

デルタ株
が拡大

オミクロン株
が拡大

オミクロン株に関するエビデンス（例示）
～感染力：強い感染力が懸念される～

オミクロン株の拡大に伴い新規感染者数が急増



6

参考

※ 第８5回新型コロナウイルス感染症対策本部（令和４年１月25日開催）の資料を一部引用
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※重症者数はHER-SYSのデータを元に集計

※重症者には死亡者を含む。また、死亡者には、直接の死因が新型コロナウイルス感染症と認められなかった事例を含む

オミクロン株に関するエビデンス（例示）
～重症度・死亡者：重症化率は低く、死亡者も少ない状況～

デルタ株からオミクロン株への置き換わりに伴い、重症率・死亡率とも大幅に低下

第5波
令和３年７月12日～
令和３年10月３日

直近の状況
令和３年１２月２７日～

令和４年２月２日

新規感染者数 7,221名 12,295名

重症者数
91名 24名

割合 1.26% 0.20%

死亡者数
17名 9名

割合 0.24% 0.07%
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6.52%

3.00%

3.37%

3.76%

1.23%

0.20%

0.00%

1.00%

2.00%

3.00%

4.00%

5.00%

6.00%

7.00%

第１波 第２波 第３波 第４波 第５波 直近

奈良県における重症化率の推移

第1波を含む期間
令和２年1月28日～

７月３日
新規感染者数

92名
重症者数

6名

第２波を含む期間
令和２年７月４日～

１０月２５日
新規感染者数

５３３名
重症者数

１６名

第３波を含む期間
令和２年１０月２６日～
令和３年２月２８日
新規感染者数

2,７３３名
重症者数

９２名

第４波を含む期間
令和3年3月１日～

7月1１日
新規感染者数

5,１０７名
重症者数

１９２名

第5波を含む期間
令和3年7月１２日～
令和３年12月２6日
新規感染者数

7,４７８名
重症者数

9２名

直近
令和3年１２月27日～
令和４年2月２日
新規感染者数

12,295名
重症者数

２４名

参考
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2.17%

1.50%
1.43%

1.63%

0.23%

0.07%

0.00%

0.50%

1.00%

1.50%

2.00%

2.50%

第１波 第２波 第３波 第４波 第５波 直近

奈良県における死亡率の推移

参考
第1波を含む期間
令和２年1月28日～

７月３日
新規感染者数

92名
死亡者数

２名

第２波を含む期間
令和２年７月４日～

１０月２５日
新規感染者数

５３３名
死亡者数

８名

第３波を含む期間
令和２年１０月２６日～
令和３年２月２８日
新規感染者数

2,７３３名
死亡者数

３９名

第４波を含む期間
令和3年3月１日～

7月1１日
新規感染者数

5,１０７名
死亡者数

８３名

第5波を含む期間
令和3年7月１２日～
令和３年12月２6日
新規感染者数

7,４７８名
死亡者数

１７名

直近
令和3年１２月27日～
令和４年2月２日
新規感染者数

12,295名
死亡者数

９名
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参考

※ 第８5回新型コロナウイルス感染症対策本部（令和４年１月25日開催）の資料を一部引用
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オミクロン株に関するエビデンス（例示）
～ワクチンの効果：ワクチンは有効と思われる～

ワクチン接種歴のあるほうが重症化率・死亡率とも低位

※第70回新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード（令和4年2月2日）資料３－８ 木下先生提出資料を一部引用



12

２． 医療提供体制の確保
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オミクロン株の特性を踏まえ、引き続き、新型コロナ対

策医療と通常医療の両立を念頭に、入院治療・宿泊療

養だけでなく、自宅で療養される方への重症化予防や、

体調急変時の応急処置にも万全を期すなど、重症者や

死亡者を減らすことを最大の目標として取組を続けま

す。

（１） オミクロン株の特性（感染力は強いが、重症化率は低い）を踏まえた、
医療提供体制の構築
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（２） 新型コロナ療養者の状況と療養体制
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自宅で療養されている方、
療養先調整中の方

（社会福祉施設等で療養されている方を含む）

※ 厚生労働省作成資料「新型コロナウイルス感染症患者の療養状況、病床数等に関する調査結果（2月2日0時時点）」をもとに奈良県において作成

7,476人 （90.8％）

363人 （4.4％）
393人 （4.8％）

奈良県の療養者数8,232人 （構成比）

宿泊療養施設
に入所中の方

入院中の方

感染者の急激な増加により、自宅で療養される方の割合が高まっています。

令和４年2月2日時点（※）
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自宅
で療養

新型コロナ対応病院
に入院

宿泊療養施設
に入所

これまで

家族の介護
等のため、
自宅での療
養を希望さ
れる方

肺炎などで医療の提供が必
要な方

基礎疾患等により重症化リ
スクが高い方

軽症・無症状で、宿泊療養施
設での自立した療養生活が
困難な方

軽症・無症状で自立した療
養生活が可能な方

自立した療養生活が可能
で、入院後に症状が軽快し
た治癒前の方

奈良県における療養体制

オミクロ
ン株対応

自宅での療
養を希望さ
れる方

入院・入所
待ち、その
他の方

肺炎などで医療の提供が必
要な方

基礎疾患等により重症化リ
スクが高い方

軽症・無症状で、宿泊療養施
設または自宅での自立した
療養生活が困難な方

軽症・無症状で自立した療
養生活が可能な方

自立した療養生活が可能
で、入院後に症状が軽快し
た治癒前の方
※手厚い健康観察が必要な方や、
同居家族（陰性）がおられる方
を優先して入所調整

オミクロン株の「感染力は強いが、重症化率は低い」という特性と、現在の感
染状況を踏まえ、当面の間、自宅療養を含めて対応します。
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ｃ 看護師による電話相談窓口を利用していただけます

ｂ 保健所の保健師による電話での健康観察やＩＣＴを利用した健康状態
の確認をします

ａ パルスオキシメーター（※）を貸し出します

d 市町村による生活支援をご利用いただけます

・現在、３１の市町村で生活支援が行われており、いまだ実施に

至っていない町村にも実施していただきたいと考えています

・県では、感染が判明した方に対して、それぞれの市町村で

どのような生活支援が行われているのかをお知らせするなど、

市町村と連携し、生活支援の体制を整えています

ｅ 健康状態の確認方法や過ごし方をまとめたリーフレットを
配付しています

「療養期間」など、これまでにお問合せの多い項目をまとめたチラシを新たに同封

※指先に装着し、血中の酸素飽和濃度を測定する機器

（３）自宅で療養されている方の重症化予防の徹底
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ｆ 体調急変（悪化）時の自宅からの救急搬送体制を整えています

ｇ 医師会の協力による往診、電話等での診療がはじまっています

［2月７日現在、２３３の病院・診療所の協力体制］

＜医師会のその他の取組＞

１ 発熱等で新型コロナ感染が疑われる患者に対する診療・検査

新型コロナに対応できる発熱外来認定医療機関 ３９７（令和４年２月７日時点）

２ 宿泊療養施設入所者や自宅で療養されている方、

高齢者施設で入院をお待ちいただいている方々に対する診療、

中和抗体薬・抗ウイルス薬をはじめとした薬剤の投与・処方、

相談対応 ほか

ｈ 経口薬（飲み薬）による治療が可能な体制を構築しています

ⅰ 自宅療養者の体調が急変した際に対応する医療機関が、専用で電話
をかけられる回線（ホットライン）を保健所に設置します（2月8日運用開始）
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（４） 自宅で療養されている方の個人情報の取り扱い

県では、入院入所待機者、自宅療養者に対して、保健所への健康相談

に加えて、生活支援の相談先である、市町村の担当窓口を案内し、自発

的に相談していただけるようにしています。

○ 国通知（※）によると、市町村への個人情報の提供については、各都道府県が
それぞれの個人情報保護条例に照らして、その可否を判断するものされてい
ます。

※令和２年４月２日、「都道府県から市町村に対する新型コロナウイルス感染症に関する情報の提供について」

○ 個人情報保護条例では、「病歴に関する情報」は、本人に対する不当な差別、
偏見その他不利益が生じないように取り扱いに特に配慮を要する情報であり、
地域において自身の感染を知られたくないという声もある中、ご本人の承諾
なしに市町村に一律に情報提供することは考えていません。

○ 入院入所待機者、自宅療養者の方々には、「療養中の健康確認」、「往診、電話
診療及びオンライン診療の案内」、「市町村の生活支援内容及び連絡先」を記載
した県発行のリーフレット （「新型コロナウイルス感染症 入院・入所待機、自宅
療養される皆様へ」） のご活用をお願いいたします。

※県リーフレットは、県ホームページからもご覧いただけます。
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（5） 入院治療による重症化予防の徹底

新型コロナ対応病院の役割分担の促進

○ 新型コロナの重症患者に対応する病院が、より重症度の高い

患者の対応に医療資源を重点配分できるよう、新型コロナ対

応病院間の機能分担について、さらなる協力を求めています

○ 妊婦や透析を必要とされる方、認知症の方々に対応して

いただけるよう、引き続き、医療機関と協議を進めます

妊婦や透析・認知症患者に対応できる医療機関の確保

重症度が高く医療の提供が必要な方や、基礎疾患等により重症化リスク

の高い方に入院病床を提供し、適切な治療を行います
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奈良県における救急搬送件数と救急搬送困難事案数、
新型コロナ新規感染者数の推移

救急搬送困難事案数
（件）

新規感染者数
（人）

新規感染者数（※３）

救急搬送件数（※２）

救急搬送件数
（件）

※１ 救急搬送困難事案とは、救急隊による「医療機関への受入れ照会回数４回以上」かつ「現場滞在時間30分以上」の事案
※２ 救急搬送件数、救急搬送困難事案数ともに速報値であり、発熱等がなく新型コロナの感染が疑われない患者の搬送を含む
※３ 新型コロナ新規感染者数は、発表週別の一日平均

R3（２０２１）年 R４（２０２２）年

救急搬送困難事案数（※２）

令和４年１月、救急隊が、患者の受入可能な医療機関を確保するま
でに時間を要した「救急搬送困難事案(※１)」が大幅に増加しました。

これは、新型コロナの感染急拡大に伴い、医療資源が新型コロナ対
応に集中したためと考えられます。

（6） 救急搬送困難事案の増加に対応するための後方連携の推進
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＜参考＞過去３年の救急搬送件数
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搬送件数（年間）

令和元年 71,096件

令和２年 63,868件

令和３年 66,956件

（件）

令和３年

令和元年

令和２年

※速報値
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高度医療を提供する奈良県立医科大学附属病院や奈良県総合医

療センターが、多くの新型コロナ患者を受け入れながら、救急医療

や高度医療を可能な限り維持できるよう、症状が軽快した患者を

受け入れる後方支援病院を確保するなど、引き続き 「後方連携」を

推進します。

医科大学附属病院・
県総合医療センター

ほか

後方連携
（症状軽快）

後方支援病院
（37病院）

宿泊療養施設

転院調整

○後方支援病院に、受入体制の充実を働きかけ

○転院困難事例への対処について、関係医療機関に働きかけ



23

（７） 宿泊療養による重症化予防の徹底

ｂ 医師・看護師が、電話による診察、健康観察をします

ｃ 健康状態の確認を徹底します

宿泊療養施設に常駐する看護師が、１日に２回（朝・夜）、

電話で健康状態を確認し、医師と情報を共有します

ｄ 医療機関への救急受入依頼など、体調急変（悪化）時の対応を適切に
行います

ｅ 体調悪化時には酸素の投与をします

ｆ 経口薬（飲み薬）による治療が可能な体制を構築しています

ａ 手厚い健康観察が必要な方や、同居家族（陰性）がおられる方に
優先して入所を調整します
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ｇ 外来診療を活用した治療を促進します

○ 感染対策を行ったうえで、宿泊療養施設入所者が、

新型コロナ対応病院に出向き（搬送）、外来で、中和抗体薬の

投与を受けられる体制を構築しています

宿泊療養施設
に入所

搬送
新型コロナ対応病院
で中和抗体薬を投与

（外来診療）

搬送
宿泊療養施設で
治癒（退所）
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（８） 保健所の体制を強化しています

○ １月２６日から保健所以外の所属より、郡山、中和保健所にそれぞれ

４０名（計８０名）の応援派遣を行うとともに、保健所の日々の業務の

状況に応じ福祉医療部から追加派遣も実施しています。

○ 看護協会からも看護師２名程度を応援派遣いただいています。

○ 感染者の減少が進まない中、明日（２／９）から職員の

応援派遣の増員を実施し、郡山保健所に５４名、中和保

健所に５６名（計１１０名）の応援体制とします。
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区分

確保病床

病院名 確保病床
病床数 割合

県立系 24 70.6%

奈良県立医科大学附属病院 14

奈良県総合医療センター 6

南奈良総合医療センター 2

奈良県西和医療センター 2

公立・公的
（県立系除く）

4 11.8%
市立奈良病院 2

大和高田市立病院 2

民間 6 17.6% 近畿大学奈良病院 6

計 34 100.0% 7病院 34

令和４年２月７日時点
（床）［重症対応病床の確保状況］

（参考） 重症対応病床、入院病床、宿泊療養施設の状況
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重症対応病床 ３４床（運用）
使用病床 20床 令和４年２月７日時点

空き１４床

占有率５９％

R3（2021）年 R４（202２）年
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区分
確保病床

病院名 確保病床

病床数 割合

県立系 235 46.2%

奈良県立医科大学附属病院 80

奈良県総合医療センター 74

南奈良総合医療センター 44

奈良県西和医療センター 37

公立・公的
（県立系除く）

175 34.4%

市立奈良病院 34

(独)国立病院機構 奈良医療センター 34

生駒市立病院 24

（社福）恩賜財団 済生会中和病院 15

（独）地域医療機能推進機構 大和郡山病院 15

大和高田市立病院 12

（独）国立病院機構 やまと精神医療センター 12

国保中央病院 12

（社福）恩賜財団 済生会奈良病院 7

宇陀市立病院 6

（社福）恩賜財団 済生会御所病院 4

区分
確保病床

病院名 確保病床

病床数 割合

民間 99 19.4%

（公財）天理よろづ相談所病院 15

（医）藤井会 香芝生喜病院 12

万葉クリニック 10

（医）高清会 高井病院 8

土庫病院 8

吉田病院 8

平成記念病院 7

（一財）信貴山病院 ハートラン

ドしぎさん
7

近畿大学奈良病院 6

（医）社団憲仁会 中井記念病院 5

（医）高清会 香芝旭ヶ丘病院 4

平尾病院 3

田北病院 3

（医）和幸会 阪奈中央病院 ３

計 509 100% 29病院 509

令和４年2月７日時点

（床）［入院病床の確保状況］
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使用病床 ３９１床 令和４年2月７日時点

空き1１8床

占有率77％

入院病床の占有状況

R3（2021）年 R４（202２）年
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令和４年２月７日時点
（室）［宿泊療養施設の確保・運用状況］

施設名 所在地 確保・運用室数

東横INN奈良新大宮駅前 奈良市 114

（旧）ホテルフジタ奈良 奈良市 87

グランヴィリオホテル奈良-和蔵- 天理市 170

スマイルホテル奈良 奈良市 148

奈良ワシントンホテルプラザ 奈良市 145

スーパーホテル奈良・大和郡山 大和郡山市 81

ホテルルートイン桜井駅前 桜井市 156

御宿野乃奈良 奈良市 182

1,083計
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令和４年2月7日時点

占有率30％

運用室数 1,０83室
入所室数 322室

空き761室

2５４室 ７１１室 948室
７９２室

554室
406室

運用室数

宿泊療養施設の占有状況

1,136室 1,083室

R3（2021）年 R４（202２）年
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３．ワクチン接種の促進
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ワクチンの接種状況（2月6日現在）

2月6日時点で、約８万１千人が３回目接種を終了しています。

※接種済者数は、ワクチン接種記録システム（VRS）の実績を引用しています。

※人口は、令和3年1月1日住民基本台帳年齢階級別人口を引用しています。

2月6日時点 1月26日時点 増加

接種済者数

1回目 1,069,721人 1,067,929人 1,792人

2回目 1,062,559人 1,060,692人 1,867人

3回目 81,174人 27,684人 53,490人

全年代人口接種率
（1,344,739人）

1回目 79.55％ 79.42％ 0.13%

2回目 79.02% 78.88% 0.14%

3回目 6.04% 2.06% 3.98%

12歳以上人口接種率
（1,222,554人）

1回目 87.50% 87.35% 0.15%

2回目 86.91% 86.76% 0.15%

18歳以上人口接種率
（1,148,788人）

3回目 7.07% 2.41% 4.66%
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2月末までに接種を希望する対象者の接種終了見込み調査

２月末までに接種を希望する対象者について、全市町村から、接種終了が可能であると、
報告されています。

市町村名 終了見込み

奈良市 ○

大和高田市 ○

大和郡山市 ○

天理市 ○

橿原市 ○

桜井市 ○

五條市 ○

御所市 ○

生駒市 ○

香芝市 ○

葛城市 ○

宇陀市 ○

山添村 ○

市町村名 終了見込み

広陵町 ○

河合町 ○

吉野町 ○

大淀町 ○

下市町 ○

黒滝村 ○

天川村 ○

野迫川村 ○

十津川村 ○

下北山村 ○

上北山村 ○

川上村 ○

東吉野村 ○

市町村名 終了見込み

平群町 ○

三郷町 ○

斑鳩町 ○

安堵町 ○

川西町 ○

三宅町 ○

田原本町 ○

曽爾村 ○

御杖村 ○

高取町 ○

明日香村 ○

上牧町 ○

王寺町 ○

※赤字は、1/31奈良県新型コロナ対策県・市町村会議資料からの変更箇所
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３回目（追加）接種に係る県の主な取り組み（１／２）

市町村の集団接種会場への医師の派遣

２月４日以降、医師の確保が困難な市町村の集団接種会場に医師を派遣し、接種の加速化を図ります。

市町村名 のべ日数 のべ人数

奈良市 9日間 12名

大和高田市 9日間 33名

橿原市 16日間 32名

桜井市 3日間 10名

五條市 6日間 6名

生駒市 8日間 24名

香芝市 16日間 75名

葛城市 8日間 55名

宇陀市 6日間 6名

斑鳩町 4日間 12名

上牧町 3日間 9名

広陵町 2日間 2名

合計 90日間 276名

【2月2日時点】
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奈良会場 中和会場

使用ワクチン 武田/モデルナ社

接種対象者 県内市町村が発行した３回目接種用の接種券を有する18歳以上の方

予約開始時期 2月中旬予定（方法等の詳細については、決定次第公表します。）

施設 2施設 奈良県文化会館 奈良県産業会館

日程 20日間

13日間
2月25日(金)～2月27日(日)
3月1日(火)～3月4日(金)
3月7日(月)～3月12日(土)

7日間
3月14日(月)～3月17日(木)
3月22日(火)～3月24日(木)

接種予定回数 23,040回 17,280回 5,760回

1日あたり
接種回数

ー
1,440回 (会場の都合により
下回る場合があります)

960回 (会場の都合により
下回る場合があります)

○2月下旬から県による広域接種会場を2カ所に設置し、更なる接種の加速化を図ります。

３回目（追加）接種に係る県の主な取り組み（２／２）



3737

88.7

24.8
57.6

21.4

901.8

785.8

677.9

446.7

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000 追加接種前抗体価

追加接種後抗体価

追加接種 3回目接種 武田/モデルナ 武田/モデルナ ファイザー ファイザー

2回目接種

1回目接種
武田/モデルナ ファイザー 武田/モデルナ ファイザー初回接種

武田/モデルナワクチンによる３回目（追加）接種について

○成人を対象とした交互接種による追加接種により、中和抗体価が十分に上昇したと報告している
海外の研究データがあります。（下図のとおり）
○武田／モデルナ社ワクチンによる追加接種では、初回接種と比べて接種量が半分になります。
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令和３年12月16日

第27回厚生科学審議会予
防接種・ワクチン分科会
資料を基に県で作成
https://www.mhlw.go.jp/conte
nt/10601000/000868349.pdf

https://www.mhlw.go.jp/content/10601000/000868349.pdf
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小児(5～11歳)への接種体制の構築について

小児（５～１１歳）への接種については、３月からの接種が予定されています。

県では、小児接種について、副反応に対応する救急体制及び相談体制の構築等を進めています。

三次
救急対応

三次救急対応病院（３医療機関）

【県で調整】

一次
救急対応

二次
救急対応

小児科輪番病院（非公開）

休日夜間応急診療所《休日及び夜間》

３月から、小児接種の相談への対応を開始します。

① 接種後の救急体制 ② 接種後の副反応に関する相談対応

引き続き、各市町村での準備状況を確認し、課題等を県としても共有し、個別の改善策の検討を
市町村とともに進めます。

③ 保護者用リーフレットの作成

ＴＥＬ ０１２０－９１９－００３

奈良県新型コロナワクチン副反応コールセンター
(365日・24時間対応）

保護者用のリーフレットの作成を進めています。

（内容）小児用ワクチンの効果や
副反応について 他

接種後の救急体制の構築を進めています。
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４．感染防止と日常生活の両立
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感染防止と日常生活の両立

コロナとの戦いは長期にわたり、持続力のある感染防止対策を
行いながら、日常生活を維持する必要があります。

○奈良県では、効果が明確でなく経済的打撃が大きい、飲食
店等への時短及び酒類提供の自粛要請を伴う、「まん延防
止等重点措置」や「緊急事態宣言」によらない感染防止対策
を継続します。

○飲食店等における感染防止対策としては、事業者の認証
制度活用の推進をお願いするとともに、既認証店において
も改めて感染防止対策の徹底をお願いします。
また、利用者のみなさまにも感染防止に配慮した行動・利用
を引き続きお願いします。

○県民のみなさまには、基本的な感染防止策、日常生活に
おける感染リスクを下げる行動の継続をお願いします。
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感染防止と日常生活の両立

基本的な感染防止策の継続

①マスクを正しく着用し、

②換気、③消毒、

④２ｍ以上の距離を確保しましょう

無症状の方で、感染リスクが高い環境にある等のため感染不安を感じる県民の方は、

新型コロナウイルスの検査を無料で受けていただけます（県内６５か所で実施）※

※令和４年２月８日現在のか所数。順次追加予定。令和３年１２月２９日から当面の間実施。
検査結果が陽性であった場合、必ず医療機関を受診してください。本無料検査は、診断に用いることはできません。陰性の場合でも、基本的な感染防止策を継続してください。

これらの対策で、３つの感染経路（エアロゾル、飛沫、接触）を遮断しましょう
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～日常生活を維持するために～

外出・移動にあたっては、

・感染が拡大している地域への不要不急の往来は、極力控え
ましょう

・感染拡大の恐れがある場合、混雑した場所への外出を極力
控えましょう

飲食・会食にあたっては、

・きちんと感染対策をしている店舗を利用しましょう

・飲食時もマスクを外した会話は控えましょう

・多人数・長時間は避け、大声での会話は
控えましょう

感染防止と日常生活の両立
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感染防止対策を実施する飲食店等の認証制度の推進

認証未取得の事業者への働きかけ

➣ 「認証促進化チーム・R4」による店舗巡回

県と委託業者主導の下、協力が得られる各種団体（商店街組合、施設管理者）

や市町村からなるチームを編成し、飲食店が集中する商店街などを巡回して、感

染防止対策の徹底や認証取得を促す活動を集中的に展開（２月中旬から実施）。

認証取得済み事業者への働きかけ

➣ メールや郵送により、改めて感染防止対策基本４項目（距離の確保や遮蔽、消毒

の徹底、食事中以外のマスク着用、換気の徹底）の実施徹底を周知済。

➣ 認証済店舗に対する「見回り調査」を行い、利用者向け、従業員向けの感染防止

対策ちらしを配布して、感染防止対策の徹底を依頼（２月中旬から実施）。

飲食店等の認証の実績 （令和４年２月７日時点）

申請件数 ２，２４２件 認証件数 ２，１４０件

（参考） 県内対象飲食店数 ： ７，２７１店舗
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社会福祉施設等におけるクラスター対策

44

クラスターが発生した施設またはクラスター化が懸念される施設に対し、

感染症専門医、感染症管理看護師、県職員等によるチームにより実地指導

等を行い、感染防止策を徹底しています。

県老人福祉施設協議会の協力により、高齢者施設における感染に伴う

大幅な職員不足に備えて、応援職員派遣体制を整備しています。

１月２７日に高齢者施設応援職員登録者向け感染対策研修を実施しました！

講師（代表） ： 奈良県立医科大学感染症センター 笠原センター長

★研修の「レッドゾーンにおける感染対策」に関する部分を抜粋、動画化し、
施設に対する感染対策指導に活用しています。

＜令和４年１月以降の実地指導実績＞
高齢者施設 １２施設（複数回訪問施設あり）
障害者施設 ２施設

令和４年２月７日現在
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◇学校では、濃厚接触となる教育活動を原則禁止とします

・児童生徒の「接触」「密集」「近距離での活動」「向かい合っての発声」を
避けるなど、感染リスクの高い教育活動を制限します

・部活動は個人練習を中心に実施し、練習試合や合同練習等は
県外学校に加え、県内学校とも不可とします

・昼食時・登下校時の感染防止の指導を徹底します

◇陽性者が判明した場合

・県教委は学校とともに濃厚接触候補者リストを作成し、県保健所に
提出します

・県保健所は濃厚接触者に対し、検査を実施します

県立学校における感染防止対応の強化について
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適切な感染防止を図りながら日常生活を維持します

○「春のいまなら。キャンペーン２０２２」は、準備を進めていますが、予約・利用開始
時期は、感染状況等を踏まえ改めてお知らせします。
３回目のワクチン接種を促進するため、３回目接種済証の提示により、割引率を
さらに優遇します。

（目的）

・県内の観光の促進、県民による奈良の魅力新発見・再発見、県内観光業の回復、認
証制度・ワクチン接種の促進を図る。

（概要）

・奈良県民の県内観光を割引き。
※「春のいまならキャンペーン２０２２」では、３回目のワクチン接種を促進するため
３回目接種済証の提示により割引率をさらに優遇。

（参画施設）

・利用者の安心を確保するため、キャンペーンに参画する宿泊施設は、奈良県新型コ
ロナウイルス感染防止対策施設認証制度の認証取得を要件とする。

【いまなら。キャンペーン（県民による県内宿泊等促進キャンペーン）概要】
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雇用調整助成金等の上乗せの再開

全国で、５月以降、国の「雇用調整助成金（緊急雇用安定助成金含む）※」の助成率

が原則10/10→9/10に引き下げ（中小企業・小規模事業所が解雇等を行わない場

合）られていますが、本県では、コロナ禍の中、中小企業などの雇用維持を支援するた

め、５月～１１月の間、１／１０の上乗せ補助を行い事業者を支援してきました。

令和４年１月以降、オミクロン株による感染が急激に拡大している中、雇用を維持

する中小企業等への支援が必要であることから、１１月で一旦停止した雇用調整助成

金の１／１０の上乗せ補助を令和４年１月～３月について再開します。

※国の助成率が９／１０となる全ての事業主に１／１０の上乗せ補助を実施。

※国の日額上限額の変更に伴い、国と県を合わせた日額補助上限額は、

１月、２月分：１２，２２２円、３月分：１０，０００円となります。

※雇用調整助成金とは、事業主が、従業員に対して雇用調整（休業）を行い、従業員の雇用を維持した場合に、休

業手当などの一部を助成する制度。国から事業主に直接支払われます。

（雇用保険被保険者でない従業員を休業させた場合には、緊急雇用安定助成金が支払われます。）
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小学校休業等対応助成金について

【制度概要】

①「新型コロナウイルス感染症に関する対応」として、小学校、放課後児童クラブ、保育所、幼稚園、
などが臨時休業した場合

②新型コロナウイルスに感染した子どもなど、小学校等を休む必要がある場合
に、保護者として子どもの世話を行う労働者に対し、有給休暇（労働基準法上の年休を除く）
を取得させた場合の賃金相当額を事業主に支給

【支給日額上限額】
緊急事態宣言地域・まん延防止等重点措置地域

15,000円（R3年8月～R4年3月） 補助率10/10

それ以外の地域 13,500円（R3年8月～R3年12月） 〃 10/10

11,000円（R4年1月・2月） 〃 10/10

9,000円（R4年3月） 〃 10/10

まん延防止等重点措置区域等かどうかに関わらず、保護者は小学校の休業等に伴い、子
どもの世話をするための休暇を取得する必要があることから、支給上限額が地域により
差異が生じていることは制度上合理性に欠けるのではないか。

支給上限額を同じにするよう、全国知事会とも連携し制度改正を求めていく。
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新型コロナウイルス感染症に関連する人権への配慮について

― 差別や偏見をなくしましょう ―

新型コロナウイルスの感染が拡大する中、感染された方をはじめ、医
療従事者やそのご家族、その方々が属する施設・機関などに対する差別
的な言動や、SNSでの誹謗中傷、また、ワクチン接種に関する差別など、
人権を侵害する事象が見受けられます。

いかなる場合でも、差別、偏見、いじめなどは決して許されるもので
はありません。

県民のみなさまには、新型コロナウイルス感染症に関連する憶測、デ
マ、不確かな情報に惑わされず、人権侵害につながることのないよう、
行政機関の提供する正確な情報に基づき、冷静に行動していただきま
すようお願いいたします。


